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は
じ
め
に

　

平
成
26
年
６
月
、消
費
者
安
全
法（
平

成
21
年
法
律
第
50
号 

以
下
、法
と
い

う
。）が
改
正
さ
れ
、各
地
方
公
共
団
体

に
は
、消
費
生
活
上
、特
に
配
慮
を
要
す

る
高
齢
者
等
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
」

（
以
下
、地
域
協
議
会
と
い
う
。）を
設

置
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
※
1
。

　

急
速
な
高
齢
化
等
を
背
景
に
、消
費

者
被
害
に
遭
う
可
能
性
の
高
い
高
齢
者

や
障
害
者
等
、「
見
守
り
を
必
要
と
す

る
方
」が
増
加
す
る
中
、高
齢
者
や
障

害
者
の
最
も
身
近
で
、か
つ
、日
常
的
に

接
す
る
機
会
の
多
い
福
祉
関
係
者
や
民

生
委
員
、さ
ら
に
は
、宅
配
業
者
や
コ
ン

ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
、金
融
機
関
等
の
事

業
者
も
加
わ
っ
た
多
様
な
見
守
り
の
担

い
手
が
、「
顔
の
見
え
る
関
係
で
行
う
地

域
で
の
見
守
り
活
動
」は
、そ
の
重
要
さ

を
一
層
増
し
て
い
る
。

　

改
正
法
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
、令
和
２
年
８
月
末

現
在
、全
国
で
2
8
7
の
地
域
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

見
守
り
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
消

費
者
庁
で
は
、令
和
２
年
４
月
策
定

し
た「
地
方
消
費
者
行
政
強
化
作
戦

2
0
2
0
」※
2
の︿
政
策
目
標
４
﹀に
、

地
域
協
議
会
の
設
置
促
進
を
掲
げ
、従

前
、人
口
５
万
人
以
上
の
全
市
町
に
地

域
協
議
会
を
設
置
す
る
と
し
て
い
た
目

標
か
ら
、地
域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た

市
区
町
村
の
人
口
の
合
計
が
、都
道
府

県
人
口
の
50
％
以
上
と
す
る
こ
と
へ
と
、

新
た
な
目
標
の
設
定
を
行
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、今
な
ぜ
地
域
協
議
会
が

必
要
な
の
か
、地
域
協
議
会
の
現
状
と

課
題
及
び
設
置
に
よ
って
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
た
い
。

　

本
年
６
月
に
消
費
者
庁
が
公
表

し
た
消
費
者
白
書
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、2
0
1
9
年
の
消
費
生
活
相

談
件
数
は
93
万
3
0
0
0
件
に
対

し
、高
齢
者
に
関
す
る
相
談
件
数
は

30
万
8
0
0
0
件
で
あ
る
。高
齢
者
に

関
す
る
相
談
は
、全
相
談
件
数
の
３
割

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、特
に

85
歳
以
上
の
相
談
件
数
は
2
0
1
0

年
に
比
べ
て
約
２
倍
の
相
談
件
数
と

なって
い
る
。

　

特
筆
し
た
い
の
は
、認
知
症
等
高
齢

者
や
障
害
者
等
に
関
す
る
消
費
生
活

相
談
の
状
況
で
あ
る
。高
齢
者
全
体
で

は
約
８
割
が
本
人
か
ら
の
相
談
で
あ
る

と
さ
れ
る
の
に
対
し
、図
表
1
、同
2
に

示
す
と
お
り
、認
知
症
等
高
齢
者
や
障

害
者
等
に
関
す
る
相
談
で
は
、本
人
か

ら
の
相
談
は
認
知
症
等
高
齢
者
で
約

２
割
、障
害
者
等
で
約
４
割
と
な
って

お
り
、契
約
当
事
者
で
あ
る
本
人
以
外

の
人
か
ら
の
相
談
、つ
ま
り
、家
族
や
福

祉
関
係
者
、教
育
関
係
者
な
ど
、周
り

で
見
守
る
方
か
ら
の
相
談
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
。被
害
の
端
緒
情
報
に
気
が

付
い
た
ら
、本
人
が
相
談
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、見
守
る
方
が
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
、相
談
窓
口
に
連
絡
し
た
り
相

談
し
た
り
し
て
み
る
と
い
う
視
点
、こ
こ

に
地
域
協
議
会
が
果
た
す
大
き
な
役

割
が
あ
る
。

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）の
役
割

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
に
は
、本
来
、法

令
に
よ
る
根
拠
は
必
要
な
い
。そ
の
た

め
、例
え
ば
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
福
祉
部

局
を
中
心
と
し
た
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
防
災
・
防
犯
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
、す
で
に
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存

在
し
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。ま
た
、こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
拡

大
防
止
を
目
的
と
し
た
見
守
り
機
能

を
上
乗
せ
し
協
働
す
る
形
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

存
在
す
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、法
を
改
正
し
、

各
地
方
公
共
団
体
が
地
域
協
議
会
を

設
置
で
き
る
よ
う
規
定
し
た
の
は
な
ぜ

か
。そ
の
意
義
は
、た
と
え
本
人
同
意

が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
って
も
、消
費

者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
成
員
間
で
個
人
情
報
の
交
換（
共

有
）が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

　

近
年
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま

り
や
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
上
で
の

戸
惑
い
等
を
理
由
と
し
て
、消
費
生
活

相
談
の
現
場
で
も
、ま
た
福
祉
関
係
者

に
よ
る
見
守
り
の
現
場
で
も
、本
来
個

人
情
報
保
護
法
や
個
人
情
報
保
護
条

例
の
例
外
規
定
に
該
当
し
、法
的
に
は

必
ず
し
も
本
人
の
同
意
を
必
要
と
せ

ず
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
や
第
三

者
提
供
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
、各
機
関
に
お
い
て
こ
れ
を
う
ま
く

待
鳥
　
三
津
子 

（
ま
ち
ど
り
・
み
つ
こ
）

消
費
者
庁
地
方
協
力
課
　
政
策
企
画
専
門
官

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）の
役
割

※1 設置主体が社会福祉協議会など民間主体である場合は、地方公共団体が共同事務局に
なる等の工夫が必要となる。

※2 地 方 消 費 者 行 政 強 化 作 戦2020概 要　https://www.caa.go.jp/policies/policy/
local_cooperation/local_consumer_administration/pdf/local_cooperation_
cms201_200331_01.pdf
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［図1］認知症等の高齢者に関する消費生活相談件数

で
効
果
的
な
見
守

り
活
動
を
行
って
い

る
滋
賀
県
野
洲
市

な
ど
の
例
も
あ
る
。

個
人
情
報
が
含
ま

れ
る
見
守
り
リ
ス

ト
を
地
域
協
議
会

の
構
成
員
間
で
共

有
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、地
域
協

議
会
に
お
け
る
個

人
情
報
の
共
有
が

可
能
と
な
って
い
る

か
ら
で
あ
る
。も
っ

と
も
、こ
う
い
っ
た

場
合
に
お
い
て
も

被
害
高
齢
者
等
に

直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
限
ら
れ
た
構

成
員
間
で
の
み
、情

報
を
共
有
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
協
議
会
設
置
に
向
け
て
の
課
題

（
設
置
を
困
難
に
し
て
い
る
要
因
）

　

消
費
者
庁
で
は
、令
和
元
年
12
月
、

全
国
の
地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
し

て
、地
域
協
議
会
の
設
置
報
告
及
び
設

置
見
通
し
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、調
査
報
告
を
ま
と
め
た
本

年
２
月
時
点
で
、地
方
消
費
者
行
政
強

化
作
戦
2
0
2
0
に
掲
げ
る
政
策
目
標

の
都
道
府
県
人
口
カ
バ
ー
率
50
パ
ー
セ
ン

運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、消
費
者
被

害
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
い
、本
人
に
と
っ

て
必
要
か
つ
適
切
な
相
談
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
いっ
た
事

態
が
生
じ
て
い
た
。

　

地
域
協
議
会
は
、こ
う
し
た
事
態
を

打
開
す
る
た
め
個
人
情
報
保
護
法
の
例

外
規
定
を
適
用
し
、万
一
本
人
同
意
が

得
ら
れ
な
く
て
も
、被
害
高
齢
者
等
の

個
人
情
報
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
法
第

11
条
の
４
に
規
定
し
、重
篤
な
消
費
者

被
害
が
疑
わ
れ
る
場
合
な
ど
、地
域
協

議
会
の
構
成
員（
見
守
り
関
係
者
）と

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
に
お
い

て
、迅
速
に
必
要
な
対
応
が
可
能
と
な

る
画
期
的
な
仕
組
み
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
、法
第
11
条
の
２
に
基
づ
い

て
、地
域
協
議
会
は
国
や
他
の
地
方
公

共
団
体
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
、当

該
地
方
公
共
団
体
に
居
住
す
る
住
民

の
消
費
者
被
害
に
か
か
る
情
報
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。例

え
ば
、消
費
者
庁
が
立
ち
入
り
調
査
の

際
に
押
収
し
た
被
害
名
簿
に
あ
る
情

報
な
ど
の
提
供
を
受
け
、市
独
自
の
見

守
り
リ
ス
ト
を
作
成
し
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

ト
以
上
を
達
成
し
て
い
る
都
道
府
県
は

７
県
で
あ
っ
た
が
、各
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
今
後
の
設
置
予
定
も
判
明
し
、

徐
々
に
そ
の
数
は
増
え
て
い
く
と
期
待

で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
なっ
た
。一
方
、

地
域
協
議
会
が
未
設
置
の
都
道
府
県

を
は
じ
め
、都
道
府
県
人
口
カ
バ
ー
率

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
達
成
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
都
道
府

県
も
数
多
く
存
在
し
、消
費
者
行
政
の

現
場
に
は
、地
域
協
議
会
の
設
置
を
困

難
に
し
て
い
る
要
因
と
思
わ
れ
る
も
の

が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
改
め
て

明
ら
か
に
なっ
た
。

　

設
置
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
は
大
き

く
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。そ
の
一つ
は
、福

祉
部
局
と
の
連
携
の
困
難
さ
で
あ
り
、

も
う
一つ
は
消
費
者
行
政
の
組
織
的
な

困
難
さ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、多
く
の
職

場
で
職
員
が
兼
務
で
あ
り
、時
間
的
余

裕
及
び
予
算
が
な
く
、ま
た
専
門
家
も

い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
に
対
す
る
考
え

に
つい
て
、ご
説
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、一
つ
目
、福
祉
部
局
と
の
連
携

に
つい
て
で
あ
る
が
、地
域
協
議
会
で
見

守
り
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
消
費
生

活
上
、特
に
配
慮
を
要
す
る
者
」、つ
ま

り
判
断
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
や
何

ら
か
の
障
害
を
持
っ
た
方
々
で
あ
る
。そ

の
特
性
を
考
え
た
と
き
、福
祉
部
局
と

の
連
携
に
は
相
乗
効
果
が
あ
る
。消
費

者
被
害
等
、何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
と
き
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
関
わ

る
場
面
は
、そ
の
契
約
を
取
り
消
し
た

1 PIO ｰNETに登録された消費生活相談情報（2020年3月31日までの登録分）。
2 契約当事者が65歳以上の「判断不十分者契約」に関する相談。
3 四捨五入のため合計は必ずしも一致しない、。

（備考）

12,000
（件）

（年）

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
2010
13.9％ 14.8％ 15.3％ 14.8％ 16.4％ 16.6％ 16.7％ 16.6％ 17.6％ 19.7％

85.5％ 84.7％
84.2％

84.7％
83.0％ 82.8％

82.4％ 82.5％ 81.5％ 79.5％

7,293

無回答（未入力）
契約者が相談者と異なる
契約者が相談者と同一

7,774
8,552

11,018

9,599 9,463
8,881 9,052 8,924 8,721

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

［図2］障害者等に関する消費生活相談件数

1 PIO ｰNETに登録された消費生活相談情報（2020年3月31日までの登録分）。
2 「心身障害者関連」又は「判断不十分者契約」に関する相談。
3 四捨五入のため合計は必ずしも一致しない、。

（備考）

25,000
（件）

（年）

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2010

30.7％ 32.5％ 34.7％ 32.3％ 35.2％ 36.3％ 37.6％ 38.9％ 40.5％ 41.9％

68.7％
66.9％

64.7％

67.1％
64.2％ 62.9％ 61.5％

60.1％ 58.7％
57.2％

15,005

無回答（未入力）
契約者が相談者と異なる
契約者が相談者と同一

16,286

18,428

21,498
20,322 20,544 19,931

20,880 21,153 21,404

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
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り
、解
約
し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
、つ
ま

り「
点
」で
あ
る
。他
方
で
、こ
う
いっ
た

方
々
は
そ
の
後
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
成
年
後
見
制

度
の
利
用
等
、「
線
」あ
る
い
は「
面
」の

継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。し
た
がって
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福

祉
協
議
会
等
、福
祉
部
局
が
連
携
す
る

こ
と
で「
点
」と「
線
」あ
る
い
は「
面
」

が
つ
な
が
り
、よ
り
重
層
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
と
な
る
。

　

福
祉
現
場
の
見
守
り
担
当
者
か
ら

は
、「
消
費
者
被
害
だ
と
思
う
が
、ど
う

対
処
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
困
って
い
た

の
で
、地
域
協
議
会
が
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
。心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
ば
よ
い
と
分

か
って
精
神
的
な
負
担
が
減
っ
た
。」と

い
う
話
を
よ
く
聞
く
。

　

次
に
、組
織
的
な
困
難
さ
に
つい
て
で

あ
る
が
、地
域
協
議
会
は
特
に
福
祉
部

局
と
の
相
乗
効
果
が
高
い
た
め
、前
述

の
と
お
り
、既
存
の
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
相
乗
り
し
た
り
、協
働
し
て
運
営

し
た
り
す
る
こ
と
が
構
成
員
の
確
保
の

面
か
ら
も
、ま
た
実
効
性
の
確
保
の
面

か
ら
も
最
も
効
率
的
で
あ
る
。よ
って

既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
地
域
協
議
会

の
機
能
を
上
乗
せ
す
る
方
向
で
作
業

を
進
め
れ
ば
、職
員
数
も
そ
れ
ほ
ど
必

要
と
せ
ず
、運
営
自
体
に
お
金
も
か
か

ら
ず
、比
較
的
容
易
に
地
域
協
議
会
の

設
置
が
可
能
と
な
る
。消
費
者
庁
が
交

付
し
て
い
る「
地
方
消
費
者
行
政
強
化

交
付
金
」※
3
の
活
用
も
可
能
で
あ
る
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、福
祉
部
局
と

消
費
者
行
政
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
補
完
し
つつ
、協
働
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
運
営
す
れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
で
メ
リ
ッ
ト
が
共
有
で
き

る
こ
と
を
双
方
の
行
政
職
員
に
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。こ
れ

は
国
と
し
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

　

最
後
に
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
って
、得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、地
域
協
議
会
設
置
と
い
う
見

守
り
の
仕
組
み
作
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
構
成
員

の
消
費
者
被
害
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

結
果
と
し
て
、被
害
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。そ
し
て
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
も
含
め
た
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
手
段
を
明
確

化
す
る
こ
と
で
、あ
っ
せ
ん
等
を
含
め
た

迅
速
な
解
決
、被
害
の
回
復
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。相
談
が
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る

こ
と
で
、セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
迅
速
な

情
報
収
集
が
可
能
と
な
り
、地
域
で
の

被
害
の
拡
大
防
止
や
適
切
な
法
執
行

も
可
能
と
な
り
、さ
ら
に
は
、消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
福
祉
部
局
が
連
携
す
る
こ

と
で
、一
件
事
案
で
あ
る
消
費
生
活
相

談
解
決
後
の
出
口
支
援
、言
い
換
え
れ

ば
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
や
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
への
つ
な
ぎ
な
ど
、福

祉
部
局
に
お
け
る
継
続
的
な
見
守
り

と
支
援
も
可
能
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
成
員
間
で
、必
要
に
応
じ
た
個
人
情

報
の
共
有
を
行
う
こ
と
で
こ
そ
、そ
の

実
効
性
を
担
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
重
ね
て
伝
え
た
い
。

　

各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、地

域
協
議
会
を
消
費
者
行
政
部
局
単
独

で
設
置
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、福
祉
部
局
等
、他
の
関
係
部
局
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
模
索
し
つ
つ
、地

域
共
生
社
会
の
中
に
お
け
る
見
守
り
の

仕
組
み
の
一つ
と
し
て
、柔
軟
な
視
点
で

の
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

※3 地方消費者行政強化交付金概要　https://www.caa.go.jp/policies/policy/local_cooperation/
local_consumer_administration/grant/pdf/local_cooperation_cms203_200428_01.pdf

(注1) 事務局は地方公共団体が担うこととなるが、単独事務局の他、消費者行政部局、福祉部局の共同事務局なとが考えられる。
(注2) 協議会の構成員は関係しうる者を幅広く示したもの。地域の実情に応じて、織成員を決めることができる。

①協議会構成員から
　消費生活センターへ情報提供
②消費生活センターから、協議会へ
　被害回復についてのフィードバック
③事務局から協議会に対し、消費者被害に係る
　情報提供・啓発活動の依頼

消費者安全確保地域協議会のモデル例
事　務　局

地方公共団体
消費者行政部局　福祉関係部局 等

消費生活センター

消費生活協力員
民生委員・見守りサポーター等

見守りが必要な
高齢者

障がい者

基幹相談支援
センター

社会福祉
協議会

学校等
教育機関

 居宅介護事業所・
ヘルパー

警察

保健所 宅配業者
コンビニ 生協 等

金融機関

消費者団体

地域包括支援センター弁護士会・司法書士会などの
司法関係者

見守り活動 見守り活動

消費生活協力団体

●会議の運営
●運営のルール作り

構成員間での情報共有
（個人情報保護法例外規定）

支援・協力

支援・協力

情報共有

連携

情報共有

情報提供 情報提供①②③
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